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イオンチャネルの種類を同定するため、Cav3.1 T 型電位依存性 Ca2+チャネル（Cav3.1）、







resonance 特性の減弱が見られた。この結果から、Cav3.1 が resonance 特性を増強する役割を
持つことが示唆された。 
Cav3.1 KO IO ニューロンでは、resonance 特性は大幅に減弱したが、完全に消失はしなかっ
た。この結果は Cav3.1以外のイオンチャネルの関与を示唆する。他の候補として HCN チャネ
ルの関与を解析する為、HCN チャネルの阻害剤である ZD7288（20μM）を投与した処、Cav3.1 
KO で残存している resonance 特性は完全消失した。ZD7288の投与を野生型マウスにおいても
行った所、Cav3.1KOマウスでは減弱のみで消失はしなかった resonance特性が完全消失した。
この結果は、Cav3.1よりもHCNのほうが resonance発現に関して必須であることを示唆する。
Resonance 特性は、HCN1 ノックアウトマウス（HCN1 KO）においても同様に消失していた。 






本研究により、細胞膜 resonance 特性の発現には、Cav3.1と HCN1のイオンチャネルが関与
することが明らかとなった。特に、HCN1 は resonance 特性発現に必須であり、周波数依存的
な特性が主体となるのに対し、Cav3.1は HCN1依存的な resonanceを大幅に増強する役割を持
っていることが判明した。本研究は、不明な点が多い神経細胞が刻むリズムの機能的意義の解明
に大きく貢献すると思われる。 
 
